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奉納子供相撲大会奉納子供相撲大会
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記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た
夏
が

終
わ
り
、
朝
夕
は
風
が
冷
た
く
、

日
ご
と
に
秋
が
深
ま
っ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
町
民
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
日
頃
よ
り
町
政
に
対
し
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
、
隣
町
で
あ
る
と
は

い
え
、
気
候
や
風
土
、
歴
史
が
異

な
る
旧
熊
石
町
と
旧
八
雲
町
が
合

併
し
、
太
平
洋
と
日
本
海
二
つ
の

海
を
も
つ
唯
一
無
二
の
町
と
し

て
、新
八
雲
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

合
併
を
決
断
し
た
旧
八
雲
町
の
山

内
町
長
、
旧
熊
石
町
の
藤
村
町
長

を
は
じ
め
、
合
併
協
議
会
に
関

わ
っ
た
各
界
の
皆
さ
ま
に
よ
る
真

剣
な
議
論
、
ま
た
、
各
種
団
体
の

一
体
化
や
連
携
強
化
に
向
け
お
力

添
え
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
、

こ
の
一
大
事
業
を
成
す
た
め
に
ご

尽
力
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
甚

な
る
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
八
雲
町
は
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
口
減
少
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
へ
の
対
応
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
私
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

町
民
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
と
、
活

気
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
し
、
人
口

減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
少
し
で
も
緩

め
る
た
め
に
は
、
産
業
の
活
性
化

と
働
く
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
道
南
初
の
研
修
牧
場

「
青
年
舎
大
関
牧
場
」
や
「
北
海

道
二
海
サ
ー
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
醸
造
用
ぶ
ど
う
の
栽

培
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
努

力
に
よ
っ
て
ワ
イ
ン
を
生
産
で
き

る
ま
で
に
な
り
、
今
後
、
八
雲
産

ワ
イ
ン
醸
造
に
向
け
た
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
建
設
が
楽
し
み
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留

所
の
誘
致
は
、
蒸
留
所
の
建
設
お

よ
び
事
業
展
開
に
向
け
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
北
海
道

新
幹
線
札
幌
延
伸
は
２
０
３
８
年

度
ま
で
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
八
雲
町
の
魅
力
あ
る
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
、
駅
周

辺
整
備
や
観
光
振
興
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

早
い
も
の
で
、
私
が
町
長
に
就

任
し
て
か
ら
12
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
政
の
舵

取
り
役
と
し
て
の
重
責
を
担
い
、

こ
れ
ま
で
各
種
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
町

民
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご

協
力
に
よ
る
も
の
と
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

先
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
く
、

不
安
定
な
時
代
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
人
、
先
輩
の
方
々
が
築
き

上
げ
て
き
た
こ
の
八
雲
町
を
、
次

の
世
代
に
「
魅
力
的
な
ふ
る
さ

と
」
と
し
て
手
渡
す
た
め
、
そ
し

て
産
業
・
経
済
・
ひ
と
が
活
発
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
の
実
現
の
た

め
、
町
政
に
対
す
る
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
、
開
町
20
年
と
な
る
節
目

の
年
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　八雲町開町20年記念式典に合わせて、長年にわたり八雲町に対する深い愛情と情熱をもって、食と
観光を中心とした産業振興への多大な貢献およびまちづくりに対する数々の功績を称え、八雲町名誉
町民条例に基づき、このたびその称号を大河原毅様に贈呈させていただきました。
　大河原様は、昭和63年、八雲町に食と農の実験農場KFCプランテーション「ハーベスター八雲」を

オープン。「日本の農業文化の再生」「食の安全・安心」を目的に、地元住民と
連携して、安全で質の高い食材の改良、新種鶏の研究、有機低農薬野菜開発など
に取り組みました。
　特に、ハーブ飼料が生物の健康な育成に寄与するとし、「国産ハーブ鶏」を誕
生させたほか、健康な野菜づくりのため「八雲野菜グループ協議会」を設立し、
町内の農家と連携して地場農業の活性化に貢献されました。
　また、平成14年に道立公園と「ハーベスター八雲」の機能を生かした「町おこ
し懇話会」を設立、八雲SAと「ハーベスター八雲」の一体的な利用による相乗
効果が期待され、平成18年の道立広域公園「噴火湾パノラマパーク」の開場につ
ながりました。
　さらに、都市部での八雲町の魅力発信や上智大学との連携協定による事業展開
など、幅広い分野において八雲町のまちづくりに大きく貢献されました。

八
雲
町
長
　
岩
　
村
　
克
　
詔

開
町
20
年
を
迎
え
て

大河原　毅 様の功績を顕彰 -八雲町名誉町民に-

大
おおかわら

河原   毅
たけし

 氏
株式会社デルソーレ
代表取締役 CEO
昭和18年9月5日生　
神奈川県出身
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令
和
７
年
10
月
５
日
に
行
わ
れ
た
八
雲
町
開
町
20
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
町
の
振
興
発
展
に

多
大
な
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
を
、
八
雲
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
の
ご
功
績
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

栄
誉
表
彰

千ち

代よ

　 

昇の
ぼ
る

様
（
富
士
見
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
木
彫
り
熊
講
座
の
講
師

と
し
て
多
く
の
受
講
生
を
指
導
し
、
八
雲

の
木
彫
り
熊
の
伝
統
文
化
と
技
術
の
伝
承

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

貢
献
表
彰

阿あ

部べ

　
政ま

さ

邦く
に

様
（
三
杉
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
八
雲
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

に
お
い
て
そ
の
重
責
を
果
た
し
、
八
雲
町

の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

井い

口ぐ
ち

　
好こ

う

悦え
つ

様
（
熊
石
雲
石
町
）

磯い
そ

島じ
ま

　
正ま

さ

明あ
き

様
（
熊
石
根
崎
町
）

熊く
ま

谷が
い

　
武た

け

一い
ち

様
（
熊
石
泊
川
町
）

桂か
つ
ら
が
わ

川
　
敏と

し

幸ゆ
き

様
（
熊
石
館
平
町
）

佐さ

藤と
う

　
之ゆ

き

信の
ぶ

様
（
栄
浜
）

平ひ
ら

井い

代よ

四し

雄お

様
（
熊
石
西
浜
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
消
防

防
災
の
使
命
達
成
の
た
め
、
被
害
の
軽
減

と
郷
土
の
防
災
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

八
雲
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
様

　

障
が
い
者
の
福
祉
向
上
と
交
流
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
開
催
や
募
金
協

力
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
長
年
継
続
し
、

障
が
い
者
の
更
生
と
社
会
参
加
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

熊
石
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
様

　

障
が
い
者
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
や
研
修
会
を
通
じ
て
会
員
相

互
の
交
流
と
支
援
を
推
進
し
、
障
が
い
者

の
更
生
と
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

八
雲
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
様

　

障
が
い
者
団
体
の
先
駆
け
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
牽
引
さ

れ
、
障
が
い
者
の
生
活
支
援
や
経
済
的
支

援
を
行
う
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
福
祉
事

業
を
展
開
し
、
障
が
い
者
の
更
生
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

童
話
サ
ー
ク
ル
ぴ
い
た
あ
ぱ
ん
様

　

長
年
に
わ
た
り
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
通
じ
て
、
幼
児
や
児
童

に
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
子
供
の
読
書

活
動
の
推
進
と
心
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

功
労
表
彰

赤あ
か

井い

　
睦む

つ

美み

様
（
栄
町
）

横よ
こ

田た

喜き

世よ

志し

様
（
桜
野
）

安あ
ん

藤ど
う

　
辰た

つ

行ゆ
き

様
（
野
田
生
）

黒く
ろ

島し
ま

　
竹た

け

満み
つ

様
（
山
越
）

　

長
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
振
興
に
尽
力
し
、
八
雲
町
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰
《
白
寿
》

田た

中な
か

　
久ひ

さ

子こ

様
（
東
町
）

柴し
ば

田た

　
美み

枝え

様
（
東
野
）

垣か
き

田た

美み

都つ

榮え

様
（
熊
石
相
沼
町
）

千ち

葉ば

　
和か

ず

代よ

様
（
宮
園
町
）

渡わ
た

邉な
べ

よ
ね
子こ

様
（
栄
町
）

柴し
ば

田た

シし

ヅづ

ヱえ

様
（
山
越
）

平ひ
ら

田た

ハは

ツつ

ヱえ

様
（
東
野
）

関せ
き

口ぐ
ち

　
幸こ

う

一い
ち

様
（
落
部
）

木き

村む
ら

ヨよ

シし

エえ

様
（
上
八
雲
）

　

一
世
紀
に
わ
た
る
た
ぐ
い
稀
な
る
長
寿

を
保
た
れ
て
い
る
こ
と
は
称
賛
に
値
し
、

他
の
模
範
と
な
る
も
の
で
す
。

令
和
７
年
度 

八
雲
町
表
彰
者
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町民税

67,604円

固定資産税

73,683円

軽自動車税

3,293円

町たばこ税

13,528円

入湯税他

266円

民生費

173,087円

衛生費

164,800円

農林水産業費

87,483円

商工費

30,164円

土木費

88,628円

教育費

52,640円

公債費

103,036円

職員費

160,419円

災害復旧費

5,489円

その他

326,858円

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保

険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
事
業
）、
企

業
会
計
（
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
・

農
業
集
落
排
水
事
業
・
病
院
事
業
）
の
決
算
が
９
月
４

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
八
雲
町
議
会
第
３
回
定
例
会
に
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。。

　

令
和
６
年
度
の
八
雲
町
の
全
会
計
を
合
計
す
る
と
、

歳
入
（
収
入
）
合
計
は
３
２
２
億
４
，
０
５
６
万
円
で

前
年
度
対
比
０
．
８
％
増
、
歳
出
（
支
出
）
合
計
は

３
３
１
億
２
，
９
２
４
万
円
で
前
年
度
対
比
２
．
８
％

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和６年度 会計別決算� （単位：万円）

会 計 別 区分 決　算　額

一 般 会 計
歳入 175億7,349
歳出 171億9,854

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計

歳入 22億9,470
歳出 22億2,284

後期高齢者医療特別会計
歳入 2億8,706
歳出 2億8,131

介護保険事業
特 別 会 計

保 健
事業勘定

歳入 18億7,740
歳出 18億4,413

サービス
事業勘定

歳入 1億1,916
歳出 1億1,916

企 　
　

業　
　

会　
　

計

水
道 

事
業
会
計

収 益 的 収 支
歳入 3億5,153
歳出 3億4,240

資 本 的 収 支
歳入 1億6,345
歳出 2億8,237

熊
石
地
域
簡
易

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 支
歳入 1億1,265
歳出 1億740

資 本 的 収 支
歳入 2,395
歳出 4,597

下
水
道

事
業
会
計

収 益 的 収 支
歳入 11億6,925
歳出 7億318

資 本 的 収 支
歳入 3億7,932
歳出 8億8,104

農
業
集
落
排
水 

事
業
会
計

収 益 的 収 支
歳入 1億1,405
歳出 8,283

資 本 的 収 支
歳入 2,348
歳出 5,212

病
院

事
業
会
計

収 益 的 収 支
歳入 54億4,581
歳出 63億6,921

資 本 的 収 支
歳入 23億526
歳出 25億9,674

合 計
歳　　　　入（収　入） 322億4,056
歳　　　　出（支　出） 331億2,924

令
和
6
年
度
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

万
2
︐6
0
4
円

決
算

町
民
１
人
当
た
り
に

が
使
わ
れ
ま
し
た（
一
般
会
計
）

119

●町民1人当たりの収入と支出  （令和7年3月31日現在：八雲町人口14,421人で算出）

町民１人当たりが負担した税金

158,374円
町民１人当たりに使われたお金

1,192,604円
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一般会計の自主財源と依存財源
区 分 決算額（万円） 歳入に占める割合（％） 対前年度増減率（％）

自
主
財
源

町 税 ２２億８，３９１ １３．０ △ １．７
う ち 町 民 税 ９億４，７９２ ５．５ ２．３
う ち 固 定 資 産 税 １０億６，２５９ ６．０ △ ５．４
う ち 町 た ば こ 税 １億９，５０９ １．１ △ １．６

分 担 金 お よ び 負 担 金 ２，４３８ ０．１ △ ２．５
使 用 料 お よ び 手 数 料 ２億５，３４３ １．５ △ ２．０
寄 附 金 １７億８，４３０ １０．２ △ ４８．９
そ の 他 の 自 主 財 源 ２９億６，０４７ １６．８ △ ９．２

自 主 財 源 計 ７３億６４９ ４１．６ △ ２１．９

依
存
財
源

地 方 交 付 税 ６１億７，１８８ ３５．１ ２．５
国 庫 支 出 金 １３億４，４４１ ７．７ △ １５．０
道 支 出 金 ７億６，６５５ ４．４ △ ０．８
町 債 １１億３，８７８ ６．５ ０．８
そ の 他 の 依 存 財 源 ８億４，５３８ ４．７ １２．９

依 存 財 源 計 １０２億６，７００ ５８．４ ０．１
歳 入 合 計 １７５億７，３４９ １００．０ △ １０．４

※��歳入全体の自主財源の占める割合は、41.6％と低く、依存財源である地方交付税が35.1％を占めています。地方交付税に依存した財政
構造となっています。

一般会計性質別歳出の状況
区 分 決算額（万円） 歳出に占める割合（％） 対前年度増減率（％）

消 費 的 経 費 ９５億４，９２７ ５５．５ △ ０．９
人 件 費 ２４億６，２４７ １４．３ ８．２
そ の 他 の 消 費 的 経 費 ７０億８，６８０ ４１．２ △ ３．８

投 資 的 経 費 ２５億８，０８１ １５．０ ０．４
そ の 他 ５０億６，８４６ ２９．５ △ ２７．４

公 債 費 １４億８，５８８ ８．６ １１．０
そ の 他 ３５億８，２５８ ２０．９ △ ３６．５
歳 出 合 計 １７１億９，８５４ １００．０ △ １０．４

※その他の消費的経費は、建物の維持管理費や補助金、給付金などです。
※投資的経費は、道路の改良、建物の改修や災害復旧などの公共事業です。※公債費は、町債（借金）返済の経費です。

令和６年度の健全化判断比率が公表されました
実 質 赤 字 比 率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将 来 負 担 比 率

八 雲 町 の 比 率 － － ８．２％ －
早期健全化基準 １３．６５％ １８．６５％ ２５．０％ ３５０．０％
財 政 再 生 基 準 ２０．００％ ３０．００％ ３５．０％

公営企業の資金不足比率
水道会計 熊石簡易水道会計 下水道会計 農業集排会計 病院会計 経営健全化基準

資 金 不 足 比 率 － － － － － ２０．０％

◎実 質 赤 字 比 率 ～ 一般会計の財政状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の一般会計は黒字となっています。
◎連結実質赤字比率 ～ 全会計の財政状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の全会計の合計は黒字となっています。
◎実 質 公 債 費 比 率 〜 借金の償還額から、資金繰りの程度を表す数値です。
◎将 来 負 担 比 率 ～  一般会計の将来支払いが必要となる借金などから、財政を圧迫する可能性の度合いを表す数値です。
　　　　　　　 　　　 八雲町の一般会計は比率が発生していません。
◎資 金 不 足 比 率 ～ 経営状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の企業会計は資金不足が発生していません。
※�八雲町は、全ての比率で国が示す「健全化基準」を下回っていますので、財政状況には問題はありません。しかし、将来の投資状況

によってはこれらの数値が上昇しますので、今後とも健全化に向けた努力が必要です。

財 政 状 況 はどうなっているの？
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■人件費の状況� （一般会計決算）

区分
住民基本台帳人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率 （参考）
（R７．３．31現在） A B （B/A） ５年度の人件費率

令和
６年度

人 千円 千円 千円 ％ ％

14,421 17,198,541 345,263 2,462,472 14.3 11.9

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

■職員給与費の状況� （一般会計決算）

区分
給 与 費

給　　料 右以外の手当 期末・勤勉手当 計

令和
７年度

千円 千円 千円 千円

951,981 250,863 389,286 1,592,130

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。
　　 ２．給与費は当初予算に計上された額です。

■一般行政職の平均給料月額・平均年齢および平均経験年数の状況（令和7年4月1日現在）

区 分 平均給料月額 平均年齢 平均経験年数

八 雲 町 3 2 3 ，8 5 4 円 4 1 歳 0 8 月 2 0 年 0 2 月

■一般行政職の初任給の状況� （令和7年4月1日現在）

区 分
八　　　雲　　　町 国

初　任　給 採用2年経過日給料額 初　任　給 採用2年経過日給料額

大 学 卒 2 2 0 , 0 0 0 円 2 2 8 , 9 0 0 円 2 2 0 , 0 0 0 円 2 2 8 , 9 0 0 円

高 校 卒 1 8 8 , 0 0 0 円 1 9 9 , 4 0 0 円 1 8 8 , 0 0 0 円 1 9 9 , 4 0 0 円

■一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�（令和7年4月1日現在）

区 分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上20年未満 経験年数20年以上25年未満

大 学 卒 2 9 1 , 3 4 6 円 3 1 6 , 7 5 7 円 3 5 8 , 6 6 7 円

高 校 卒 2 5 5 , 3 5 0 円 2 7 6 , 1 3 3 円 2 9 8 , 9 0 0 円

（注）�経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数
をいうものです。

■一般行政職の級別職員数の状況� （令和7年4月1日現在）

区　　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

主 事
技 師
主 事 補
技 師 補

主 事
技 師

係 長
主 査
主 任

課長補佐
係 長
主 査

課 長
課長補佐 課 長

職 員 数 22人 16人 51人 50人 23人 25人 187人

構 成 比 11.8% 8.6% 27.3% 26.7% 12.3% 13.4% 100.0%

（注）１．給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

■特別職の報酬等の状況� （令和7年4月1日現在）
区　　　　分 給 料 月 額 等

給 料
町　　長 9 0 0 , 0 0 0 円
副 町 長 7 2 0 , 0 0 0 円
教 育 長 6 4 0 , 0 0 0 円

報 酬
議　　長 3 4 0 , 0 0 0 円
副 議 長 2 7 5 , 0 0 0 円
議 　 員 2 4 3 , 0 0 0 円

期 末 手 当

町　　長 6月期 2 . 3 0 0 月分
副 町 長 1 2 月期 2 . 3 0 0 月分
教 育 長 計 4 . 6 0 0 月分

議　　長 6月期 2 . 3 0 0 月分
副 議 長 1 2 月期 2 . 3 0 0 月分
議 　 員 計 4 . 6 0 0 月分

　町民のみなさんに一層のご理解をいただくた
め、町長など特別職と町職員の給与や職員数の
概要をお知らせします。

給　与
　町職員の給与は、民間給与の実態調査結果に
基づく国家公務員の人事院勧告を参考に町議会
の審議を経て条例で定められています。

職員数
　町職員の定数は、条例で654人が上限と定め
られており、令和７年４月１日現在の実人数は
543人となっています。
　今後も行政ニーズに対応した適正な定員管理
に努めてまいります。

ラスパイレス指数
　国家公務員の給与水準を100とした場合の地
方公務員の給与水準を表す指数。
　令和６年４月１日現在の八雲町のラスパイレ
ス指数は95.9となっています。

■職員手当の状況　（令和7年4月1日現在）

区分 内 容

期末手当

勤勉手当

（期末手当）（勤勉手当）
6月期 1.250月分 1.050月分
12月期 1.250月分 1.050月分
計 2.500月分 2.100月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

退職手当

（自己都合）（勧奨・定年）
勤続20年 19.669月分 24.58687月分
勤続25年 28.039月分 33.27075月分
勤続35年 39.757月分 47.70900月分
最高限度額 47.709月分 47.70900月分

扶養手当

扶養親族である子
（1人）11,500 円
※�15歳に達する日以後最初の4月1日から
22歳に達する日以後最初の3月31日まで
にある子…１人につき5,000円加算
その他の扶養親族
（１人）6,500 円

住居手当
借 家 等 （限度額）28,000円
持 家 5,000円

通勤手当

交通機関等の利用者 （限度額）150,000円

自家用自動車の使用者
15円（片道30km以上20円）
×通勤距離×2回×21日
（最低2,000円、最高42,000円）

■部門別職員数の状況（令和7年4月1日現在）

� 区分
部門

職員数（人） 対前年
増減数令和６年 令和７年

議 会 2 3 1
総 務 60 62 2
税 務 13 11 △ 2
労 働 2 2
農 水 20 16 △ 4
商 工 4 4
土 木 15 15
民 生 30 33 3
衛 生 13 12 △ 1
一般行政計 159 158 △ 1
教 育 25 27 2
消 防 55 58 3
特別行政計 80 85 5
病 院 275 277 2
水 道 5 4 △ 1
下 水 道 3 3
そ の 他 18 16 △ 2
公営企業等計 301 300 △ 1
総 合 計 540 543 3

町職員の給与・職員数などをお知らせします



7 　Yakumo Public Relations Vol.241

【期日前投票ができる期間】	 10月15日㈬から18日㈯までの４日間
				    ※八雲総合病院は、10月15日㈬から17日㈮までの３日間
【期日前投票ができる場所および時間】

投票場所 時　　間
⑴役場２階 第１会議室 午前８時30分から午後８時まで
⑵熊石総合支所１階 町民ギャラリー 午前８時30分から午後６時まで
⑶落部支所１階 事務室 午前８時30分から午後５時まで
⑷八雲町公民館１階 ロビー 午前８時30分から午後６時まで
⑸八雲総合病院５階 講堂 午前９時から午後３時まで

　※�役場にお越しの方で、身体の不自由な方や高齢者の方は、職員玄関（八雲小学校体育館側）から
入り、エレベーターをご利用ください。

【選挙公報の発行について】
　10月14日㈫告示日に選挙公報への掲載を希望した候補者からの申請に基づき、選挙管理委員会にお
いて作成します。
◎配布方法　新聞折込み・町公共施設へ設置
◎配布時期　新聞折込みは、10月18日㈯予定　町公共施設への設置は、10月16日㈭予定

町内の投票区・投票所・開閉時刻の一覧
区           分 投    票    所    区    域 投票所の開閉時刻

投 票 区 投  票  所 開 く 時 刻 閉じる時刻

第１投票区  八雲小学校体育館  住初町全区　宮園町全区　末広町全区　栄町全区 
 春日全区　鉛川　上八雲全区 午前７時00分 午後８時00分

第２投票区  八雲町民センター  相生町全区　出雲町全区　三杉町全区　緑町 午前７時00分 午後８時00分

第３投票区  東部生活館  元町全区　東町全区　本町１区～６区 
 豊河町の一部（国道5号線から山側） 午前７時00分 午後８時00分

第４投票区  東部児童会館  富士見町全区　本町７区～１０区 
 東雲町１区・２区の一部・３区～５区 午前７時00分 午後８時00分

第５投票区  内浦町１区会館  内浦町１区　豊河町の一部（国道5号線から海側） 午前７時00分 午後６時00分 ※
第６投票区  内浦生活館  内浦町２区　東雲町２区の一部 午前７時00分 午後６時00分 ※
第７投票区  黒岩会館  黒岩全区 午前７時00分 午後６時00分 ※
第８投票区  山崎１区会館  山崎１区・２区 午前７時00分 午後６時00分 ※
第９投票区  花浦１区会館  花浦１区・２区 午前７時00分 午後６時00分 ※
第10投票区  立岩２区会館  立岩全区 午前７時00分 午後６時00分 ※
第11投票区  大新会館  大新 午前７時00分 午後６時00分 ※
第12投票区  熱田会館  熱田の一部 午前７時00分 午後６時00分 ※
第13投票区  浜松中央会館  浜松１区・２区と３区の一部・熱田の一部 午前７時00分 午後６時00分 ※
第14投票区  山越中央会館  山越全区　浜松２区と３区の一部 午前７時00分 午後６時00分 ※
第15投票区  野田生会館  野田生全区　桜野全区 午前７時00分 午後６時00分 ※
第16投票区  東野１区会館  わらび野　東野全区 午前７時00分 午後６時00分 ※
第17投票区  落部レクリエーションセンター  落部全区　入沢全区　下の湯　上の湯　旭丘 午前７時00分 午後６時00分 ※
第18投票区  栄浜会館  栄浜全区 午前７時00分 午後６時00分 ※
第19投票区  熊石相沼和みの家  熊石折戸町　熊石相沼町の一部（２相沼・３相沼） 午前７時00分 午後６時00分 ※
第20投票区  八雲町熊石総合センター  熊石相沼町の一部（４相沼）　熊石館平町 午前７時00分 午後６時00分 ※
第21投票区  熊石泊川児童館  熊石泊川町　熊石黒岩町 午前７時00分 午後６時00分 ※
第22投票区  熊石鮎川生活館  熊石見日町　熊石鮎川町　熊石大谷町 午前７時00分 午後６時00分 ※
第23投票区  熊石畳岩振興会館  熊石平町　　熊石畳岩町 午前７時00分 午後６時00分 ※
第24投票区  熊石総合支所  熊石根崎町　熊石雲石町 午前７時00分 午後６時00分 ※
第25投票区  熊石鳴神生活改善センター  熊石鳴神町　熊石西浜町 午前７時00分 午後６時00分 ※
第26投票区  熊石関内交流センターまなびあん  熊石関内町 午前７時00分 午後６時00分 ※

（注）※印の投票所は、投票所の閉じる時刻を繰り上げています。

【選挙に関する問い合わせ先】
　八雲町選挙管理委員会 ☎0137−62−2111

町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

町
Ｈ
Ｐ

10月19日㈰は、
「八雲町長」「八雲町議会議員」選挙の投票日です

大切な１票みんなで投票しましょう‼

　開票は、10月19日㈰午後９時00分から八雲町総合保健福祉施設シルバープラザにて
行います。
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～森町での事業概要～
◆相談支援センターエヴリデイ（指定相談支援事業）

亀田郡七飯町本町4丁目20番2号
◆地域活動支援センターながま～る（森町委託事業）

茅部郡森町字新川町211番地1
◆就労支援センターCREATEハウス（就労継続支援事業）

茅部郡森町字新川町200番地6

（複合施設　であいの森）
※就労支援センターWORKハウス（就労継続支援事業）

茅部郡森町新川町280番地2
※グループホームノエル/ゆくり・あゆむ・ウェル・あかり

共同生活援助事業－介護サービス包括型－
茅部郡森町新川町280番地2

●グループホーム桜木 グループホーム木の葉
茅部郡森町上台町177番地

正 職 員 募 集　福祉の未来を創造してみませんか！
（資格） 専卒・介護福祉士等（高卒・無資格の方応募可）
 自動車普通免許　※年齢不問
（給与） 介護福祉士/基本給175,000円～
 処遇改善手当/35,000円
 資格手当/10,000円～　宿直手当/1回当/8,000円
（内容） 障がい者の生活支援・作業支援、送迎、事務作業等
（時間） シフト制　例：9:00～18:00
（休日） 週休2日制（シフト制）
（待遇） 社保完備、退職共済加入  ※昇給年1回、交通費規定
 住居手当、扶養手当、特別勤務手当、ほか
 勤続6ヶ月後、賞与年2回、年次有給休暇10日～
・ご一報をお待ちいたしております
TEL：01374-2-3378（森町担当：浅利）
TEL：0138-86-7118（法人担当：高橋）

高度地域福祉社会の実現をめざして！

社会福祉法人
道南福祉ねっと

指定障害福祉サービス事業所
本部：亀田郡七飯町本町4丁目20番2号
Te l：0138-86-7118
Fax：0138-65-7041

E-mail：donannet@amber.plala.or.jp
U R L：https://donanfukushi.or.jp

広報 やくも 10月号 　8

　
道
南
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
と
函
館
地
区
バ
ス
協
会
は
、

バ
ス
運
転
手
と
し
て
、
就
職
・
転

職
を
検
討
す
る
方
を
対
象
に
就
職

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
８
社
の
バ
ス
会
社
が

各
ブ
ー
ス
で
採
用
条
件
や
育
成
制

度
な
ど
を
案
内
し
、
各
種
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
未
経
験
の
方
や

大
型
二
種
免
許
未
取
得
の
方
も
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。（
相
談

無
料
・
予
約
優
先
）

【
日
時
】
10
月
26
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～

�

午
後
４
時
30
分

【
場
所
】

　

渡
島
総
合
振
興
局
３
階
講
堂

【
予
約
方
法
】

　

10
月
22
日
㈬
ま
で
に
渡
島
総
合

振
興
局
Ｈ
Ｐ
内
の
参
加
申
込
み

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話
に
よ
り
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
渡
島
総
合
振
興
局
地
域
政
策
課

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
４
３
１

　

町
で
は
、「
八
雲
町
地
域
公
共

交
通
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、

昨
年
度
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
続
き
、
よ
り
幅
広
く
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
左
記
の
と
お
り
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　函館バスでは、10月１日のダイヤ改正により、新たに瀬棚八雲線が運行（下記参照）され、函館長
万部線の一部が変更されています。詳しくは、町または、函館バス㈱のＨＰをご確認ください。
せたな町 ➡ 八雲町

上三本杉
（始発） 上八雲 八雲駅前通 八雲駅前 八雲東雲町 八雲総合病院

（終着）
6：30 7：46 8：01 8：04 8：10 8：15
7：45 9：01 9：16 9：19 9：25 9：30

13：55 15：11 15：26 15：29 15：35 15：40

八雲町 ➡ せたな町
八雲総合病院

（始発） 八雲東雲町 八雲駅前 八雲駅前通 上八雲 上三本杉
（終着）

9：50 9：55 10：01 10：04 10：19 11：35
12：20 12：25 12：31 12：34 12：49 14：05
17：32 17：37 17：43 17：46 18：01 19：17

渡島総合
振興局HP

町
Ｈ
Ｐ

函
館
バ
ス
㈱

Ｈ
Ｐ

日　　時 会　　場

10月15日㈬　午後3時30分～ 落部町民センター

10月30日㈭　午後1時30分～ ふれあい交流センターくまいし館

10月31日㈮　午後1時30分～ はぴあ八雲コミセンホール

※�事前の申し込みはありませんので、直接会場へお越しください。
【問い合わせ先】
政策推進課新幹線・公共交通係　☎０１３７－６２－２３００

バ
ス
運
転
手
合
同
就
職

相
談
会
の
ご
案
内

地
域
公
共
交
通
計
画
に

係
る
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す

瀬棚八雲線の新設等について

【問い合わせ先】
　◦政策推進課新幹線・公共交通係　☎0137−62−2300
　◦函館バス株式会社　　　　　　　☎0138−51−3960

行
政
相
談
特
設
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て
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〈
広
告
〉

　

本
給
付
金
の
対
象
と
な
る
方
へ

は
、
８
月
上
旬
に
申
請
書
を
発
送

し
て
い
ま
す
。
支
給
要
件
・
振
込

先
口
座
情
報
を
確
認
い
た
だ
き
、

10
月
31
日
㈮
ま
で
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
給
付
の
対
象
に
つ
い
て
】

　

令
和
６
年
年
分
所
得
税
額
お
よ

び
定
額
減
税
の
実
績
額
等
が
確
定

し
た
結
果
、
本
来
支
給
す
べ
き
支

給
額
と
調
整
給
付
金
の
支
給
済
額

（
当
初
調
整
給
付
額
）
に
差
額
が

生
じ
た
方
へ
支
給
す
る
も
の
で
す
。

※�

令
和
７
年
１
月
２
日
以
降
に
八

雲
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
転

入
前
の
市
区
町
村
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
社
会
係　

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
１
１
２

　

法
務
局
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員

は
、
身
近
な
人
権
に
関
す
る
困
り

ご
と
を
解
決
に
導
く
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
を

対
象
と
し
た
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

相
談
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

　

人
権
に
関
す
る
悩
み

（
学
校
や
職
場
に
お
け
る
問
題
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み

な
ど
）

【
日
時
】
10
月
14
日
㈫

�

午
後
１
時
～
４
時

【
場
所
】
東
部
生
活
館

�

（
東
町
42

－

２
）

【
そ
の
他
】

・�

予
約
不
要

・�

秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
函
館
地
方
法
務
局
八
雲
支
局

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
２
０
８

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
は
行

政
相
談
月
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
な
ど
を
お
聴
き
す

る
た
め
の
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
で
き
な

い
こ
と
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど

の
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。（
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。）

※�

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー　

き
く
み
み
函
館
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

　

☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

〇
八
雲
地
域
行
政
相
談
委
員

　
青
沼　
千
鶴　
氏

　
☎
０
１
３
７

－

63

－

２
９
１
７

【
開
設
場
所
・
日
時
】

・�

や
ま
び
こ
事
務
所
（
本
町
87
）

　

10
月
22
日
㈬
～
24
日
㈮

　

午
後
１
時
～
７
時

※�

事
前
予
約
制

〇
熊
石
地
域
行
政
相
談
委
員

　
牧　
茂
樹　
氏

　
☎
０
１
３
９
８

－

２

－

２
２
４
６

【
開
設
場
所
・
日
時
】

・�

熊
石
総
合
支
所

　

10
月
24
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
１
１
１

　北海道内の事業所で働くすべての労働者（会社員、パート、アルバイトの方、学生さんなど働くす
べての人）およびその使用者に適用される北海道最低賃金が改定されました。

令和７年10月４日発行　厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署（支署）

北海道の最低賃金は1,075円です （最低賃金について）

定
額
減
税
調
整
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
人
権

相
談
の
実
施
に
つ
い
て

行
政
相
談
特
設
相
談
所
の

開
設
に
つ
い
て

みんなチェック‼最低賃金。
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　インフルエンザおよび新型コロナウイルス予防接種は、その発症と重症化を抑
え、自身や周囲の健康な生活を守ります。八雲町内で接種を受けることができる医
療機関は次のとおりですので、この機会にぜひ、予防接種を受けましょう。
　※ワクチンの数に限りがあるため、予約枠の上限に達し次第受付を終了します。
　　予約開始直後は予約専用ダイヤルが大変繋がりにくくなりますので、ご了承ください。

〇インフルエンザ予防接種について

医療機関名 電話番号 予約開始日 接種開始日 備考

八雲総合病院
※�乳幼児は母子手帳持参願

います

（0137）
66-6320

※専用ダイヤル

10月15日
午後2時～ 10月28日

接種月齢：６か月～
【受付時間　平日午後2時～5時まで】
※�町内居住者を優先して受付します
※�下記のとおり、インターネットでの

予約が可能です。

八雲総合病院では、スマートフォン・ＰＣ等で
インフルエンザ予防接種の予約ができます。
（10月15日㈬午後2時から予約開始）

まきた循環器内科
クリニック

（0137）
62-4711 10月１日 10月中旬 接種年齢：中学生以上

八雲ユーラップ医院 （0137）
62-2878

10月14日
午後2時～ 11月１日 接種年齢：中学生以上

【受付時間　平日午後2時～4時まで】

熊石国民健康保険
病院

（01398）
2-3111 10月７日 10月20日

接種年齢：１歳以上
※�年齢により接種日が異なりますので、

別途お知らせします。
申込先は、熊石総合支所住民サービス課

〇新型コロナウイルス予防接種について

医療機関名 電話番号 予約開始日 接種開始日 備　　　考

八雲総合病院
（0137）
66-6320

※専用ダイヤル

10月15日
午後2時～ 11月４日

接種月齢：12歳以上
【受付時間　平日午後2時～5時まで】
※�町内居住者を優先して受付します
※�下記のとおり、インターネットでの

予約が可能です。

八雲総合病院では、スマートフォン・ＰＣ等で
新型コロナウイルス予防接種の予約ができます。
（10月15日㈬午後2時から予約開始）

熊石国民健康保険
病院

（01398）
2-3111 11月７日 12月１日 接種年齢：１２歳以上

申込先は、熊石総合支所住民サービス課

インフルエンザおよび新型コロナウイルスインフルエンザおよび新型コロナウイルス
予防接種のお知らせ予防接種のお知らせ
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八
雲
町
保
健
推
進
委
員
会
は
、

今
年
度
も
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
運

動
に
参
加
し
ま
す
。

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
は
、
結
核

や
肺
が
ん
等
の
呼
吸
器
の
病
気
を

な
く
す
た
め
、
世
界
約
80
か
国
で

行
わ
れ
て
い
る
募
金
活
動
で
す
。

　

複
十
字
シ
ー
ル
を
通
じ
て
集
め

ら
れ
た
募
金
は
、
結
核
検
診
車
・

検
診
機
器
の
整
備
、
結
核
予
防
の

広
報
教
育
、
結
核
予
防
の
調
査
研

究
、
発
展
途
上
国
の
結
核
対
策
援

助
な
ど
に
大
き
く
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
募
金
活
動
期
間
】

　

10
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

�

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
０
１
３
７

－

64

－

２
１
１
１

　町では、高齢者等に対するインフルエンザおよび新型コロナウイルスワクチンの
予防接種費用を助成する事業を以下のとおり実施します。

区　　分 高齢者等インフルエンザ予防接種 高齢者等新型コロナウイルス予防接種

定期予防接種 
（助成）対象者

　八雲町に住民登録があり、令和７年10月１日から令和８年３月31日の間にそ
れぞれのワクチンを接種する方のうち、次にいずれかに該当する方。
・接種日に65歳以上の方
・接種日に60～64歳で対象となる方（※）
※�心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活が極度に制限さ

れる方、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、日常
生活がほとんど不可能な方。

助成額（自己負担額） 
※生活保護世帯の方
　は費用負担なし

2,000円を超えた額（2,000円） 7,500円を超えた額（7,500円）

助成方法① 
（町内の医療機関で予
防接種を受けられる方）

　自己負担額を直接医療機関へお支払いください。
　なお、助成を受けるためには、医療機関へマイナンバーカード、運転免許証、
健康保険証（資格確認書）、身体障害者手帳等の定期予防接種（助成）対象者で
あることがわかる書類の提示が必要となります。生活保護世帯の方は、診療依頼
券および生活保護受給証明書の提出が必要となります。

助成方法② 
（町外の医療機関で予
防接種を受けられる方）

町外の医療機関で予防接種を受ける方は、申請により接種費用から自己負担額を
差し引いた額を助成します（助成限度額あり）。 

【申請手続き】 
　①申請先　　シルバープラザ、落部支所、熊石総合支所
　　　　　　　八雲町内の郵便局（黒岩郵便局、野田生郵便局、熊石館平郵便局 
　　　　　　　でもお手続きが可能です。
　②必要書類　予防接種償還払申請書兼請求書（①申請先に備え付けています）、
　　　　　　　医療機関が発行した接種済証、接種費用のわかる領収書、
　　　　　　　振込先の口座番号のわかるもの（本人名義の通帳等）
　③申請期限　令和８年３月31日まで
　　　　　　　接種日と申請期限が近くなる場合は、あらかじめご連絡ください。

●

�

●

高齢者等に対する高齢者等に対する
予防接種費用助成事業のお知らせ予防接種費用助成事業のお知らせ

複
十
字
シ
ー
ル
募
金

（
結
核
・
肺
が
ん
予
防
運
動
）

�

の
お
願
い

【問い合わせ先】
　◦保健福祉課健康推進係　　　　☎0137−64−2111
　◦熊石総合支所住民サービス課　☎01398−2−3111
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〈
広
告
〉

　

八
雲
町
国
保
の
医
療
費
は
、
全

道
平
均
お
よ
び
全
国
平
均
と
比
べ

て
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

要
因
と
し
て
は
、高
齢
化
の
進
展
、

医
療
の
高
度
化
、
重
症
化
に
よ
る

長
期
入
院
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
今

後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

医
療
費
を
抑
制
で
き
れ
ば
、
窓

口
で
の
自
己
負
担
額
の
軽
減
に
つ

な
が
る
ほ
か
、
保
険
給
付
費
の
削

減
が
生
じ
る
こ
と
で
、
保
険
税
の

負
担
を
抑
え
る
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
が
安
定
的

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト
】

①�

医
療
機
関
の
か
け
も
ち
（
重
複

受
診
）
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
様
な
症
状
や
病
気
で
複
数
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、
医
療

費
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
体
に

悪
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

②�

休
日
や
夜
間
の
診
療
は
控
え
ま

し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
の
受
診
は
割
増
料

金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
症
状

が
軽
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
診
す

る
と
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
の
治

療
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。

③�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬

品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許

期
間
が
過
ぎ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
、
新
薬
と
同
じ
効
能
の
あ
る
処

方
薬
で
、
低
価
格
の
た
め
医
療
機

関
で
の
窓
口
負
担
も
少
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

④�

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う

　

特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

を
定
期
的
に
受
け
、
自
身
の
健
康

状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
疾
病

な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
、
重
症
化
予
防
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

　

特
に
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の

命
に
関
わ
る
病
気
や
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
症
な
ど
長
期
の
治
療
が
必

要
な
病
気
は
自
覚
症
状
の
な
い
ま

ま
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

20
代
か
ら
30
代
の
若
年
層
の
方
も

若
い
頃
か
ら
健
康
管
理
を
す
る
こ

と
で
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
の
で
年
に
１
度
は
健
診

を
受
診
し
、
40
歳
に
な
っ
た
ら
毎

年
欠
か
さ
ず
特
定
健
診
を
受
診
し

て
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
必
ず

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

食
生
活
、
運
動
、
休
養
な
ど
日

頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
病

気
に
か
か
り
に
く
い
体
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
１
１
２

ちょっと知ってね！総合病院
～私たちの知識が、お役にたてれば嬉しいです～

マダニによる感染症について
　最近、北海道でもマダニから媒介されるウイルスによって感染する「重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）」の患者が報告されるようになってきました。マダニは全国に分布しているため、どこにでも
感染者が発生する可能性があります。
　主な症状としては、1～2週間の潜伏期間を経て、発熱や消化器症状 （食欲低下、嘔吐、下痢、腹痛 ）、
時に頭痛、筋肉痛、血小板減少出血症状 （紫斑、下血 ）などを起こし、重症化して死亡するケースも報
告されています。
　もしマダニに咬まれた場合は、無理にマダニを引き抜いたりせずに、病院で処置してもらいましょう。
また、数週間は体調の変化に注意して、発熱や消化器症状などの症状などが出た場合には、速やかに病
院を受診しましょう。
� 臨床検査技師　右

う も ん
門さやか

【問い合わせ先】八雲総合病院　☎０１３７－６３－２１８５

■
八
雲
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
願
い

医
療
費
の
節
約
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
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　虐待は人の尊厳を傷つける、決して許されない行為です。虐待は徐々に深刻化することが多く、疑い
が生じた時点で周囲が適切に対応をすることにより、重大な事態への発展を未然に防ぐことができます。
　なお、虐待を受けている方が助けを求めることは、難しい場合が多いため、地域ぐるみで兆候を見逃
さず、疑いの段階で早期に通報や相談をしていただくようお願いします。
【虐待の種類】
　下記のような行為が虐待にあたります。虐待をしている側、されている側の自覚は問いません。
（１）身体的虐待
　身体に外傷が生じたり、生じるおそれのある暴行を加えること。正当な理由なく身体を拘束すること。
（２）性的虐待
　周りに見えるように排泄行為をさせたり、性的行為をさせること。
（３）心理的虐待
　著しい暴言、著しく拒絶的な対応、不当な差別言動、その他著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。
（４）放棄・放任（ネグレクト）
　衰弱を招くほど著しく食事や水分を与えない行為、または長時間にわたり必要な支援を行わず放置す
ること。周囲の人からの身体的・性的・心理的な加害行為を、養護者が見て見ぬふりをすること。
（５）経済的虐待
　本人の同意なしに財産や年金、賃金を使うこと。理由なく本人に金銭を与えないこと。
【虐待が疑われる状態の例】
◦泣き声や怒鳴り声が聞こえる。　　　　　◦顔や体に殴られたようなアザがある。
◦�何日も同じ服を着ている。不潔である。　◦家族などに対しておびえるような態度をとる。
◦�（小さい子の場合）夜になっても１人で外出している。
◦�（障がい者の場合）違法な低賃金で働かされている。
【相談・通報先】
　自分が虐待を受けた場合、虐待を受けている人を見かけた場合、または虐待を疑う場合には、ためら
うことなく相談・通報してください。（全ての国民に通報する義務が定められています）
　迅速な対応が被害の未然防止につながります。通報先が分からない場合は、いずれの窓口へ通報して
も構いません。通報先の職員には守秘義務があり、通報者の情報が漏えいしたり不利益を受けたりする
ことはありません。
■児童虐待の場合

八 雲 地 域
平日 8：30 ～ 17：15 子育て支援センター ☎0137−62−2573

平日の夜間・休日 八雲町役場：宿日直室 ☎0137−62−2111

熊 石 地 域
平日 8：30 ～ 17：15 住民サービス課環境生活係（熊石総合支所内）

☎01398−2−3111
平日の夜間・休日 熊石総合支所：宿日直室

八雲・熊石
地 域 共 通 平日・休日夜間共通

函館児童相談所 ☎0138−54−4152
児童相談所全国共通ダイヤル ☎189（いちはやく）

■高齢者虐待の場合

八 雲 地 域 保健福祉課包括支援係（シルバープラザ内） 平日・休日夜間共通　　☎0137−65−5001
※休日・夜間は八雲町役場宿日直室へ転送されます。

熊 石 地 域 住民サービス課住民福祉係（熊石総合支所内） 平日・休日夜間共通　　☎01398−2−2365　

■障がい者虐待の場合

八 雲 地 域
平日 8：30 ～ 17：15 保健福祉課障がい者福祉係（シルバープラザ内） ☎0137−64−2111

平日の夜間・休日 八雲町役場：宿日直室 ☎0137−62−2111

熊 石 地 域
平日 8：30 ～ 17：15 住民サービス課環境生活係（熊石総合支所内）

☎01398−2−3111
平日の夜間・休日 熊石総合支所：宿日直室

通報をためらわない‼

地域ぐるみで虐待防止地域ぐるみで虐待防止‼‼
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◎秋の火災予防運動の実施について
　『急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし』を統一標語に、全道秋の火災予防運動が実施されます。
【予防運動期間】10月15日㈬～31日㈮
【問い合わせ先】
　八雲消防本部　◦八雲消防署予防課　☎０１３７－６３－２６８６
　　　　　　　　◦熊石消防署予防係　☎０１３９８－２－３３９３

◎マイナンバーカードを活用した実証事業について
　救急を必要とする傷病者本人の同意を基に、救急活動の円滑化と迅速化を目指すため、マイナ保険
証を活用して通院履歴や服薬情報などを把握する実証事業を行います。
【マイナ保険証を活用するメリット】
　◦�傷病者の負担軽減　　◦より適切な応急処置　　◦病院での事前準備
【実証期間】
　◦�令和７年10月ごろ（準備が整い次第）～令和８年３月末
　◦救急隊がマイナンバーカードの提示を求めます。（カードの携帯とご協力をお願いします。）
　　詳しい事業内容に関しては、消防庁ＨＰをご覧ください。
【問い合わせ先】
　八雲消防署警防救急課救急係　☎０１３７－６３－２６８６

　八雲町消防団では、次のとおり消防団員を随時募集しています。
　入団条件など詳細については、町ＨＰをご確認いただくか、問い合わせ下さい。

管轄区域 職種 入団条件

八雲消防団 八雲消防署管轄区域
非常勤特別職
（消防団員）

１．八雲町に居住する日本国籍の方
２．年齢18歳以上の方

熊石消防団 熊石消防署管轄区域

　ご不明点などがございましたら下記の問い合わせ先までご連絡ください。
【問い合わせ先】
　八雲町消防本部　◦八雲消防署　庶務課消防団係　☎０１３７－６３－２６８６
　　　　　　　　　◦熊石消防署　庶務係　　　　　☎０１３９８－２－３３９３

消防庁HP

町HP

消防本部からのお知らせ消防本部からのお知らせ

八雲町消防団員八雲町消防団員をを募集しています募集しています
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　各事業内容については、下記へお問い合わせください。
　・二次元コード（参加申し込みフォーム）のほか、電話、来館にてお申し込みください。
　【問い合わせ】子育て支援センター　相生町２９－９　☎０１３７－６２－２５７３

事  業  名 なかよし広場 
in おとしべ

あそびの広場④
「ハロウィンを楽しもう」

開  催  日 10月23日㈭ 10月30日㈭

開 催 時 間 午前10時～11時30分

対 　 象 入園前のお子さんと保護者

申込み締切 10月20日㈪ 10月27日㈪

申 込 み 先

事  業  名 　ホッとサロン
（不登校児の親・ 支援者の会）

子ども・若者支援講演会 
「不登校・ひきこもりの理解と支援」 
～親と爺サンとソーシャルワーカー の立場から～

開  催  日 10月17日㈮ 11月12日㈬

開 催 時 間 午後１時30分～３時 午後６時～７時30分

対 　 象 保護者、学校関係者、支援者

申込み締切 　10月16日㈭ 11月７日㈮

申 込 み 先

子育て支援センターからのお知らせ
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INFORMATION
情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

町
へ
の
寄
附

○
八
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

　

空
気
清
浄
機�

３
台

日
曜
・
休
日
当
番
医

○
八
雲
総
合
病
院

10
月
５
日
、
12
日
、
13
日

　
　

19
日
、
26
日

11
月
２
日
、
３
日
、
16
日

　

☎
０
１
３
７

－

63

－

２
１
８
５

○
ま
き
た
循
環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

11
月
９
日

献
血
ひ
ま
わ
り
号

�

11
月
６
日
㈭

・
落
部
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー

�

午
前
10
時
～
11
時

・
八
雲
営
農
セ
ン
タ
ー

�
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

・
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
雲
店

�
午
後
４
時
～
４
時
45
分

【八雲地域】� ○問い合わせ先（建設課管理係　☎０１３７－６２－２１１５）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

出雲町B団地（出雲町60−125） Ｓ51 １ １棟６戸２階建 3DK 59.99㎡ 14,300 ～ 19,200 風呂場

出雲町B団地（出雲町60−171） Ｈ７ １ １棟５戸２階建（２F） 2LDK 74.23㎡ 23,300 ～ 34,600 ユニットバス

新栄町団地（栄町94−3） H10 １ １棟14戸３階建（２F） 2LDK 98.96㎡ 23,100 ～ 34,400 ユニットバス

野田生団地（野田生463−1） Ｓ53 ３ １棟６戸２階建 3DK 63.86㎡ 12,600 ～ 18,800 風呂場

落部団地（落部 839−2） Ｈ12 １ １棟10戸２階建（１F） 1LDK 78.14㎡ 13,900 ～ 20,700 ユニットバス

【熊石地域】� ○問い合わせ先（熊石総合支所地域振興課　☎０１３９８－２－３１１１）
公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

折戸団地（熊石折戸町 99−1） H14他 2 １棟８戸２階建 2LDK 59.31㎡ 16,000円～23,900円 ユニットバス

根崎団地（熊石根崎町 400−1） S57他 2 １棟４戸２階建 3LDK 68.79㎡ 14,200円～21,100円 風呂場

雲石団地（熊石雲石町 243−1） H8他 5 １棟10戸３階建 3LDK 73.29㎡ 21,900円～32,700円 ユニットバス

泊川団地（熊石泊川町 867−3） H7 ２ １棟４戸２階建 3LDK 79.79㎡ 18,500円～27,500円 ユニットバス

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□�申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに10月15日（水）までに町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。
□申し込みの手続き、内見等で来庁される際は、事前にご連絡ください。

函館弁護士会による無料法律相談会

【日時】

八雲地域 熊石地域
10月10日㈮、24日㈮ 10月17日㈮

午後１時～４時
※予約制・先着順
　当日の午後３時までに新たな受付がない場
合は終了することがあります。

【会場】 はぴあ八雲 熊石総合支所
【申込・問い合わせ先】	
　函館弁護士会　☎0138−41−0232

お
知
ら
せ

相

談

町営住宅入居者募集
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【
採
用
人
員
】

　

一
般
行
政
兼
技
術
職　

１
名

【
受
付
期
間
】

　

10
月
14
日
㈫
～

�

11
月
14
日
㈮

※�

午
後
３
時
必
着

【
採
用
予
定
】

　

令
和
８
年
４
月
１
日

【
試
験
内
容
】

　

事
務
能
力
試
験
、
適
性
試
験
、

面
接
試
験

【
申
込
方
法
】

　

申
込
書
に
所
定
事
項
を
記
載
し

必
要
書
類
と
と
も
に
、
組
合
庶
務

係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
付
資
格
等
の
詳
細
は
組
合
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合

　
庶
務
係

　
☎
０
１
３
９

－

53

－

６
３
０
１

　町では、次のとおり正職員および会計年度任用職員を募集しています。応募資格など詳細について
は、町ＨＰをご確認いただくか、問い合わせください。

区　分 勤務場所 職種 募集人数 申込期日

正 職 員

八雲町役場 土木技師 １名 随時

八雲町公民館 社会教育主事 １名 随時

子育て支援センター 社会福祉士 １名 随時
八雲町総合保健福祉施設
シルバープラザ 保健師 ２名 随時

会計年度
任用職員

八雲町役場　ほか 一般事務（障害者雇用） 若干名 随時

町営スキー場
管理人（維持管理） 若干名 10月31日

管理人（券売） ３名 10月31日

【問い合わせ先】
総務課人事厚生係　☎0137－ 62－ 2111

　総合病院では、次のとおり正職員および会計年度任用職員を募集しています。応募資格など詳細に
ついては、総合病院ＨＰをご確認いただくか、問い合わせください。

区　分 勤務場所 職種 募集人数 申込期日

正 職 員

八雲総合病院

看護師 若干名 随時

管理栄養士 ２名 随時

臨床検査技師 １名 10月31日

薬剤師 １名 随時

会計年度
任用職員

看護師 若干名 随時

調理員 ２名 随時

【問い合わせ先】
八雲総合病院庶務課庶務係　☎0137－ 63－ 2185

南部桧山衛生
処理組合ＨＰ

職員を募集します職員を募集します

南
部
桧
山
衛
生
処
理

組
合
職
員
（
正
職
員
）

採
用
試
験
に
つ
い
て
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
考
え
方
を
も
と
に
し
た

立
地
適
正
化
計
画
を
改
定
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

【
公
募
人
員
】
若
干
名

【
公
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
住
所
を
お
持
ち
で
、

応
募
日
時
点
で
年
齢
が
満
18
歳
以

上
の
方

【
任
期
】

　

令
和
７
年
11
月
１
日
～

�

令
和
９
年
３
月
31
日
を
予
定

【
報
酬
】
無
報
酬

【
開
催
予
定
】
年
３
回
程
度

（
た
だ
し
令
和
７
年
度
は
１
～
２

回
程
度
を
予
定
）

【
公
募
期
限
】
10
月
23
日
㈭
ま
で

【
公
募
方
法
】

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
左

記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
課
都
市
計
画
係

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
１
１
５

　

E-M
ail

　

kensetsu@town.yakumo.lg.jp

　

上
下
水
道
料
金
、
保
育
所
利
用

者
負
担
金
お
よ
び
町
営
住
宅
家
賃

と
い
っ
た
町
に
支
払
う
べ
き
料
金

な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、

督
促
状
や
催
告
書
に
よ
り
滞
納
を

解
消
し
て
も
ら
う
よ
う
収
納
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
自
主
的
に

納
付
さ
れ
な
い
、
納
付
誓
約
を
守

ら
な
い
滞
納
者
が
少
な
か
ら
ず
い

ま
す
。

　

財
源
の
確
保
・
公
平
性
の
確
保

の
観
点
か
ら
、
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
給
与
な
ど
の
財
産
差
し
押
さ

え
や
、
町
営
住
宅
明
渡
し
請
求
、

給
水
停
止
な
ど
を
強
く
進
め
て
い

ま
す
。

　

催
告
書
な
ど
が
届
く
前
に
、
速

や
か
に
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
財
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
１
１
４

　

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の

住
民
団
体
ま
た
は
法
人
格
を
持
つ

非
営
利
団
体
が
自
発
的
に
実
施
し

て
い
る
資
源
ご
み
集
団
回
収
活
動

に
助
成
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】
10
月
31
日
㈮

（�

次
回
の
申
請
受
付
は
、
令
和
８

年
４
月
の
予
定
で
す
）

【
助
成
対
象
】

　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
住
民
団

体
等
（
個
人
は
除
く
）
が
、
町
内

に
お
い
て
本
年
４
月
～
９
月
ま
で

の
間
に
集
団
回
収
し
た
資
源
ご
み

（
空
き
瓶
、空
き
缶
、古
紙
、紙
パ
ッ

ク
な
ど
）
で
古
物
商
等
へ
売
却
し

た
も
の
。

【
助
成
金
額
】

　

売
却
し
た
資
源
ご
み
の
重
量
１

㎏
当
り
３
円

【
手
続
き
方
法
】

　

各
団
体
よ
り
町
へ
申
請
書
（
売

却
し
た
際
の
伝
票
の
写
し
添
付
）

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・�

環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　
☎
０
１
３
７

－

63

－

２
０
２
０

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
０
１
３
９
８

－

２

－

３
１
１
１

令和７年度
ふるさと納税の状況

８月末現在（令和７年４月～令和７年８月）

寄附件数	 5,143件
寄附金額	 107,182,000円

委員の一部を
公募します

八
雲
町 

立
地
適
正
化
計
画

改
定
委
員

町HP

滞
納
処
分
な
ど
を
強
化

し
て
い
ま
す

資
源
ご
み
集
団
回
収
活
動

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ
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まちのわだい

R Y
ReportYakumoリポート やくも

　９月３日、落部連合町内会主催で、津波からの避難を想定した防災訓練が行われました。
　参加した町民17名は避難開始時刻に合わせ、あらかじめ定めた避難場所（落部公園）まで歩いて避難
し、概ね想定より早く避難が完了しました。
　その後は、落部町民センターに場所を移して、八雲町が備蓄している非常食を試食し、災害用トイレや
段ボールベットを組み立てて使い方を確認するなど避難生活の一端を体験しました。
　参加した町民からは「実際に八雲町が用意している備蓄品を学ぶことができた。非常時の持出品を確認
することや避難場所なども家族で話しておきたい」といった声が上がっておりました。

　９月６日・７日の二日間、熊石雲石地区の「奇岩雲石」に祀られる八雲神社が創立410年を迎え、同神
社祭典委員会主催の祭典が執り行われました。
　６日の宵宮祭では、神社境内で御祈祷が行われ、松前神楽（獅子舞）が奉納されました。夕方には雲石
地区の山車「八雲山」が町内を巡行し、にぎやかな祭りの初日になりました。
　祭典には、故郷を大切に思う熊石出身の方々も来訪し、笛や太鼓のお囃子を耳に、山車を見て幼少期を
懐かしんでおりました。
　７日の本祭でも再び御祈祷や獅子舞奉納が行われ、当日予定されていた海上渡御は、あいにくの荒天に
より８日に延期されましたが、滞りなく神事を終えました。

熊石地域 八雲神社創立410年の祭典が執り行われました

落部連合町内会主催
「地震・津波避難訓練」が実施されました
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まちのわだいReportYakumoリポート やくも

　今回、役場のインターンシップに参加したのは、１日目に石
いし

川
かわ

絆
はん

名
な

さんと
　関

せき

口
ぐち

楓
そう

太
た

さん、２日目に西
にしだきょうすけ

田匡佑さんと加
かとうりゅうせい

藤流晟さんの４名でした。
　生徒の皆さんは、ほかの生徒がインターンシップで訪れている職場へ伺い、取材を行った結果を基に記
事を作成しました。記事は、インターンシップを通じて感じた若者ならではの視点が綴られています。

９月13日から15日にかけて、地域の安全や大漁・豊作を祈念し、落部八幡宮例大祭が盛大に執り行われま
した。
　13日の宵宮祭に始まり、14日には神

みこし 


輿渡
とぎ ょ

御が落部各町内を巡り、子ども神輿も元気いっぱいに町内を練
り歩きました。
　15日の本祭では御神楽奉納のほか、奉納剣道試合と相撲大会が行われるなど、多くの人が集まり賑わい
をみせた例大祭となりました。

～地域の安全と大漁・豊作を祈願～

落部八幡宮例大祭

八雲高校２年生によるインターンシップが
行われました
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まちのわだいReportYakumoリポート やくも

　９月17日と18日の２日間、八雲高校２年生の生徒65名が、働くことの大切さを学び、進路選択や学習意
欲の向上を図るため、町内にある24か所の企業・福祉施設・官公庁でインターンシップに取り組みました。
　私たちは役場でのインターンシップに参加し、「広報やくも」へ掲載用の記事を作成するため、各インター
ン先で職業体験をしている八雲高校生にインタビューを行いました。
　まず『なぜこの職業を選んだのか』と尋ねると、「その職業に興味があり、仕事内容や現状を具体的に
知りたかったから」や「もともとその職業の仕事を興味があったから」との答えが多数を占めました。こ
のインターンシップという機会を使って、どの職業においても「働くこと」というものを学び、自分自身
の将来に活かす良い機会になったようでした。
　次に『インターンシップで学んだことを教えてください』と聞くと、「勤務内容を具体的に知ることが
できた」や「仕事をするうえで意識すべき点を理解できた」といった回答がありました。インターンシッ
プを経験したことで、仕事に対する理解が深まり、多くの学びを得られたということを聞くことができま
した。
　また『職業体験をした感想を教えてください』との質問には、「普段ではできない経験ができ、とても
良かった」や「仕事のリアルな部分が見られた」と答えてくれました。インターンシップを通じて、ネッ
トで見られる仕事に関する情報以外にも、その仕事をするうえでの心構えや、業務に掛かる時間など、具
体的に仕事を知ることができたと感じているようでした。
　最後に、『将来の職業活動の参考になったか？』と聞いたところ、インタビューを受けてくれた生徒全
員が「将来の就職活動の参考になりました！」と答え、とても充実したものであったことがわかりました。
　この２日間で、普段は知ることのできない「仕事」について、インターンシップを通して知ることがで
きました。
　仕事の一つ一つが大変で、自分で資料などをまとめたり、パソコンで資料を写したり、どの仕事も責任
重大でした。
　改めて、「仕事」とは責任をもって、自ら行動することだと感じました。
　インターンシップにご協力いただいた皆さま、インタビューに応じてくれた生徒の皆さん、本当にあり
がとうございました。

八雲町が魅せる～未来の私たちを想像して～

八雲高校インターンシップを終えて

八高生職場体験リポート ■広報やくも取材体験
この記事は、
八雲高校２年生の生徒が
担当しました！
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〈
広
告
〉

　

国
民
年
金
の
第
１
号
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

（
経
理
、
そ
の
他
事
務
作
業
等
も

含
む
）
し
て
い
る
60
歳
未
満
の
方

は
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

【
積
立
方
式
の
年
金
】

　

国
民
年
金
と
は
異
な
り
、
自
ら

積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
を
受
け
取
る
安
定
し
た
年
金
制

度
で
す
。
運
用
利
回
り
の
状
況
な

ど
で
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら

れ
ま
す
】

　

保
険
料
は
加
入
者
自
ら
が
月
額

２
万
円
～
６
万
７
千
円
ま
で
の
間

で
、千
円
単
位
で
選
択
で
き
ま
す
。

経
営
や
家
計
の
状
況
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
見
直
し
可
能
で
す
。

【
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措
置
が

あ
り
ま
す
】

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
効

果
が
あ
り
ま
す
。
将
来
受
け
取
る

年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
２
０
３

　
福
祉
の
職
場
に
関
す
る
疑
問
や

質
問
に
お
答
え
す
る
出
張
相
談
を

開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
14
日
㈫

�

午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
く
も

　

福
祉
の
お
仕
事

�
出
張
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
相
談
料
】
無
料

【
取
扱
機
関
】

　

社
会
福
祉
法
人　

　

函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
く
も

�

相
談
窓
口
（
当
日
申
込
可
）

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
５
０
９

　中小企業退職金共済（中退共）制度は、中小企業の事業主が、従業員の退職金を計画的に準備でき
る国の退職金制度です。
　国からの有利な掛金助成や、税法上の優遇も受けられ手数料もかかりません。家族従業員やパート
タイマーも加入できます。※一部対象外あり。詳しくは、ＨＰをご覧ください。
【問い合わせ先】中退共本部　☎０３－６９０７－１２３４

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談

in
八
雲
町

中小企業退職金共済制度のご案内中小企業退職金共済制度のご案内
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　

八
雲
町
の
新
た
な
特
産
品
「
北

海
道
二
海
サ
ー
モ
ン
」
を
町
内
飲

食
店
で
食
べ
ら
れ
る
フ
ェ
ア
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
町
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
サ
ー
モ
ン
の
在
庫
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

メ
ニ
ュ
ー
提
供
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
各
飲
食
店
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
開
催
期
間
】

　

10
月
31
日
㈮
ま
で

【
参
加
店
舗
】　

　

伊
勢
屋
食
堂
、
雲
龍
、
ス
ナ
ッ

クGET
 U
P

、
ド
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
金
太
郎
、ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
八
雲
、

や
か
た
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
、
八
雲
温

泉
お
ぼ
こ
荘
（
宿
泊
客
限
定
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　
水
産
課

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
１
１
７

　

礼
儀
作
法
や
竹
刀
の
使
い
方
な

ど
、
剣
道
の
基
本
的
な
こ
と
に
つ

い
て
の
簡
単
な
教
室
で
す
。

　

剣
道
着
を
試
着
し
て
の
写
真
撮

影
や
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
も
行
い
ま

す
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら
剣
道
を

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
八
雲
会
場

【
日
時
】

　

10
月
21
日
㈫
、
23
日
㈭

�

（
全
２
回
）

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

【
場
所
】

　

総
合
体
育
館
２
階
小
体
育
室

◎
落
部
会
場

【
日
時
】

　

10
月
20
日
㈪
、
27
日
㈪

�

（
全
２
回
）

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

【
場
所
】

　

落
部
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョン
セ
ン
タ
ー

◎
共
通
事
項

【
対
象
】
年
長
（
５
歳
児
）
以
上

【
服
装
な
ど
】

　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
・
水
筒
（
飲
み
物
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

両
会
場
と
も
、
都
合
の
良
い
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
毎
回

参
加
も
大
歓
迎
で
す
！
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
体
育
課

�

（
総
合
体
育
館
内
）

　
☎
０
１
３
７

－

62

－

２
１
４
１

町ＨＰ

北
海
道

二
海
サ
ー
モ
ン
フ
ェ
ア

を
開
催
し
て
い
ま
す

《
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
》

剣
道
無
料
体
験
教
室
を

行
い
ま
す



〈
広
告
〉

八雲町カーボンニュートラル推進協議会　☎０１３７－６２－２３００

広報 やくも 10月号 　24

　３Ｒとは？
　Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）　　Ｒｅｕｓｅ（リユース）　　Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）
　の３つの単語のそれぞれの頭文字をとったもので、これらの単語は環境負荷を軽減するための大切
な取り組みです。

○リデュース…ものを大切に使い、ごみの発生を抑制することです。
　例：�エコバックを使う、簡易包装や詰め替え用の商品を選ぶ、修理や手入れをして長く使う、耐久

性の高い製品を選ぶ

○リユース…物の性質や用途を変えずに使えるものは繰り返し使うことです。
　例：マイボトルを使う、フリーマーケットやリサイクルショップを利用する

○リサイクル…ごみを加工して資源として生まれ変わらせ再び利用することです。
　例：�古紙やプラスチック容器・ビンなどを分別して回収に出す、リサイクル製品を積極的に利用する

　平成26年度より経済産業省をはじめとした８省庁では、３Ｒ推進に対する理解と協力を求めるため
毎年10月を３Ｒ推進月間と定め広く普及活動を実施しています。
　また、３Ｒは国連で採択された「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の17ある目標のひとつである持
続可能な生産と消費の形態を確保することを目指した「［目標12］つくる責任、つかう責任」とも関
わりが深い取り組みです。

第31回 　
10月は３Ｒ推進月間
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■�

10
月
に
入
り
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
山
々
に
は
初
冠
雪
の
知
ら
せ
が
届
く
こ
ろ
か

と
思
い
ま
す
。
朝
夕
の
空
気
を
感
じ
る
た
び
に
本
州
と
は
違
う
空
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。

■�

今
年
の
夏
の
北
海
道
は
ク
マ
の
出
没
が
非
常
に
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
連
日
ク
マ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
出
さ

れ
た
の
と
同
時
に
、
行
政
へ
多
数
の
電
話
が
来
て
い
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は

ク
レ
ー
ム
対
応
、
特
に
「
カ
ス
ハ
ラ
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■�

「
カ
ス
ハ
ラ
」
と
は
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
略
で
す
が
、
こ
の
言
葉
は
、
一
般
的
に
流
通
し

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
、
定
義
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
定
義
に
な
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
ク
レ
ー
ム
の
う
ち
、
①
要
求
内
容
に
妥
当
性
が
な
く
②
手
段
態
様
が
社
会
通
念
上
不

相
当
な
も
の
で
あ
っ
て
③
当
該
手
段
態
様
に
よ
り
労
働
者
の
就
労
環
境
が
害
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
わ
か
り
に
く
い
表
現
で
す
が
、
す
べ
て
の
ク
レ
ー
ム
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
や
手
段
か

ら
見
て
社
会
一
般
の
常
識
か
ら
外
れ
た
も
の
が
「
カ
ス
ハ
ラ
」
に
あ
た
り
ま
す
。

■�

で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ス
ハ
ラ
」
は
法
律
上
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に

関
し
て
は
、
刑
事
・
民
事
の
両
面
か
ら
責
任
が
発
生
し
得
ま
す
。
例
え
ば
、「
土
下
座
し
ろ
」
と
い
う
暴

言
や
「
机
を
強
く
た
た
く
」
と
い
う
よ
う
な
行
動
で
あ
れ
ば
、
暴
行
罪
や
脅
迫
罪
と
い
っ
た
刑
事
責
任
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
民
事
上
の
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠

償
責
任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

�

一
方
で
、
組
織
内
で
カ
ス
ハ
ラ
が
発
生
し
た
場
合
、
事
業
者
が
労
働
法
上
の
責
任
を
負
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

■�

こ
の
よ
う
な
カ
ス
ハ
ラ
に
対
し
て
は
、
組
織
で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
対
応
策
と
し
て
は
、
職
員
相
談
窓
口
の
設
置
や
組
織
内
で
の
情
報
共
有
体
制
の
整
備
、
カ
ス
ハ

ラ
発
生
後
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
カ
ス
ハ
ラ
は
職
場
環
境
に
重
大
な
影
響

を
与
え
う
る
も
の
で
す
の
で
、
ま
ず
は
職
員
を
守
る
視
点
で
の
対
応
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ス

ハ
ラ
に
関
し
て
は
厚
生
労
働
省
が
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
参
照
い

た
だ
け
る
と
参
考
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

■�

さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
広
く
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を

充
た
す
方
で
あ
れ
ば
、
３
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
承
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
予
約
の
お
電
話
は
、「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
０
５
０
―
３
３
８
３
―

８
３
６
６
）」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　☎０１３７－64－2110

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
　
菊
池 

和
史

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

　警察などでは、毎年10月11日から
20日までの10日間、「全国地域安全
運動」を実施し、各地の防犯協会や防
犯ボランティア団体とともに、地域安
全活動の強化や、相互間の連携の一層
の緊密化を図っています。
　また、各地域における取組意欲を更
に高めるため、10月11日を「安全安心
なまちづくりの日」と定めています。
　この機会に今一度、一人一人ができ
る範囲の地域安全活動に取り組みまし
ょう。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信

お
客
様
は
神
様
？
～
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
～

160
vol.

八雲警察署からお知らせ

安全安心なまちづくりの日および全国地域安全運動の実施について
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知って

おきた
い

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください
ねんきんダイヤル　・請求手続きや届け出など	 ☎０５７０－０５－１１６５

函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）
	
☎０１３８－３１－９０８６�　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）	 ※アナウンスに従いおかけください。

住民生活課社会係　・年金相談の受付など（役場窓口）	 ☎０１３７－６２－２１１２

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得との合計額が一定基準額以下の年金受
給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

１　対象となる方
①老齢基礎年金を受給している方で、以下の要件をすべて満たす方】
⑴ 65歳以上であること
⑵ 世帯員全員が市町村民税非課税であること
⑶ 前年の年金収入額とその他所得額の合計が次のとおりであること

老齢年金生活者支援給付金 補足的老齢年金生活者支援給付金

昭和31年４月２日以後に生まれの方 809,000円以下 809,000円を超え、909,000円以下

昭和31年４月１日以前に生まれの方 806,700円以下 806,700円を超え、906,700円以下

　
②障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方で、以下の要件を満たす方】
　前年の所得額が「約479万４千円 +扶養親族の数×38万円（※）」以下であること
※�同一生計配偶者のうち、70歳以上の方または老人扶養親族の場合は48万円、特定扶養親族または16歳
以上19歳未満の扶養親族の場合は63万円となります。

２　請求手続き
①基礎年金の受給者で、新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　所得額が前年より低下したこと等により、新たに支給対象となる方には、９月１日から順次、日本
年金機構から年金生活者支援給付金請求書をお送りしています。（すでに年金生活者支援給付金を受給
している方は、新たな手続きは不要です。）
　請求書に必要事項を記入して、記載された期限までにご提出ください。提出期限を過ぎても、令和
８年１月５日までに請求書が届くように提出された場合は、令和７年10月分から受け取ることが可能
です。令和８年１月５日までに請求書が届かなかった場合は、日本年金機構が請求書を受け付けた月
の翌月分からの支給となりますので、ご注意ください。

②これから基礎年金を受給する方
　年金の請求手続きと併せて、お近くの年金事務所または役場住民生活課社会係（６番窓口）・各支所
にて請求の手続きをしてください。

みんなの年金ガイド
次回の年金相談は

3月5日（木）です
　完全予約制となりま
すので、希望の方は下
記役場窓口にて予約し
てください。

年金生活者支援給付金制度について
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第
69
回

　

八
雲
町
文
化
祭

　

舞
台
部
門
は
シ
ル
バ
ー
プ
ラ

ザ
、
展
示
部
門
は
八
雲
町
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
で
活
動
し
て
い
る
様
々
な

文
化
団
体
の
作
品
展
示
や
発
表

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
飲
食
店
・
団
体
に
よ
る

物
販
も
あ
り
ま
す
。

○
展
示
発
表
会

【
日
時
】

　

10
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】八
雲
町
公
民
館

【
内
容
】

　

絵
画
、
生
け
花
、
写
真
、
俳
句
、

手
芸
、
公
民
館
講
座
作
品
な
ど

○
芸
能
発
表
会

【
日
時
】11
月
３
日（
月
・
祝
）

　
午
前
11
時
20
分
～
午
後
４
時
20
分

【
場
所
】シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
内
容
】

　

民
謡
、
詩
吟
、
バ
レ
エ
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
、コ
ー

ラ
ス
、
吹
奏
楽
な
ど

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
文
化
団
体
連
合
会

　
☎
０
１
３
７

－

63

－

３
１
３
１

郷
土
資
料
館
企
画
展

「
国
指
定
重
要
文
化
財

コ
タ
ン
温
泉
遺
跡
出
土
品
展
」

　

コ
タ
ン
温
泉
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
後
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
骨
角
器
や
石
器
、
土
器
な
ど
を

展
示
し
、
遺
跡
か
ら
わ
か
っ
た
こ

と
や
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　

10
月
７
日
㈫
～
11
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※�

開
催
期
間
中
の
祝
日
は
開
館
し

ま
す
。

【
会
場
】

　

八
雲
町
木
彫
り
熊
資
料
館　

�

小
展
示
室

梅
村
庭
園

　

秋
の
茶
会

　

梅
村
庭
園
に
あ
る
梅
雲
亭
で
、

表
千
家
流
の
点
前
に
よ
る
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。
立
礼
席
（
椅
子
に

座
っ
て
お
茶
を
い
た
だ
く
）
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
紅
葉
と
合
わ
せ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
26
日
㈰

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
会
場
】

　

梅
雲
亭
（
梅
村
庭
園
内
）

【
お
茶
券
】
６
０
０
円

（
お
茶
・
菓
子
代
等
実
費
相
当
）

【
前
売
り
券
取
扱
場
所
】

・�

八
雲
町
公
民
館

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
を
除
く

・�

Ｃ
Ｆ
あ
な
た
（
本
町
108
）

　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

�

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※�
取
扱
時
間
外
の
対
応
に
つ
い
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
券
も
同
額
で
販
売
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
郷
土
資
料
館

　
☎
０
１
３
７

－

63

－

３
１
３
１

内 容
および
日 程

コース名 内容 日程 受講料

エクセル講座
（ステップアップ）

　エクセルを使いこなす上で欠かせない IF・VLOOKUP
などの「関数」や「絶対参照・相対参照」の使い方を学び
ます。エクセルの苦手意識をなくしましょう！

10月27日㈪～
　　10月29日㈬
午後7時～9時

1,000円

内 容
および
日 程

日　　　程 会場・電話番号 時　間　帯

10月9日㈭ 八雲町公民館2階 パソコン室 ☎0137－63－3131（内線304） 午後7時～8時

教
育
委
員
会
だ
よ
り

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
︵
八
雲
町
公
民
館
内
︶

　

☎
０
１
３
７

－

63

－

3
1
3
1

生涯学習パソコン講座

ＩＴ町民サポートセンター

　10月は下記の講座を行いますので、受講希望の方は10月20日㈪までに公民館（☎0137-63-3131）
へ電話でお申込みください。なお、申込者少数の場合は講座を中止する場合があります。

　毎月第2木曜日はIT町民サポートセンターの日です。町民のパソコンのトラブルやお悩みに無料で相
談に応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談も受け付けますのでお気軽にご利用ください。



図書館に行こう! ─ ふらり1冊、情報ステーション ─ 図
書
館
だ
よ
り

本の返却は、どちらでも受付します

■八雲町立図書館　　　☎０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～午後６時
　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始
■熊石総合支所図書室　☎０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

広報 やくも 10月号 　28

◎
子
ど
も
向
け
行
事

・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
」

・
10
月
23
日
㈭
午
後
２
時
30
分

・
ど
う
わ
の
日

「
童
話
サ
ー
ク
ル
ぴ
い
た
あ
ぱ
ん
」

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
。

　

10
月
18
日
㈯
午
後
２
時

◎
映
画
会（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

・
え
い
が
会
ス
ペ
シ
ャ
ル

　
『
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ　

�

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
』

　

10
月
５
日
㈰　

午
後
２
時

『
鬼
滅
の
刃　
無
限
列
車
編
』

�

（
Ｐ
Ｇ

－

12
）

　

10
月
26
日
㈰　

午
後
２
時　

・
一
般
向
け
（
定
例
）

『
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い
』

　

10
月
25
日
㈯　

午
後
２
時

・
一
般
向
け
（
夜
間
）

『
シ
ン
グ
ル
・
イ
ン
・
ソ
ウ
ル
』

　

10
月
15
日
㈬　

午
後
６
時

『
岸
辺
露
伴
は
動
か
な
い 

�

富
豪
村
／
く
し
ゃ
が
ら
』

　

10
月
29
日
㈬　

午
後
６
時

　

家
族
の
服
が
素
敵
だ
っ
た
。
友
人
の
髪
型
が
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
。
そ
ん

な
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
褒
め
ま
す
か
？
つ
い
毎
回
同
じ
言
葉
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
語
彙
力
の
な
さ
を
痛
感
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
と
き
に
使
え
る
の
が
、心
に
響
く
誉
め
言
葉
＝「
絶

賛
語
」
を
選
ぶ
た
め
の
こ
の
辞
典
で
す
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
身
の
回
り
の

人
や
物
を
「
絶
賛
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
関
連
作
の
『
品
格
語
辞
典
』
と

『
無
礼
語
辞
典
』
も
一
緒
に
ぜ
ひ
！　

◎�図書館のＨＰでは、毎週入る新刊のお知らせや、イベントの案内など、様々な情報を随
時発信しております。右記二次元コードからぜひアクセスしてみてください！
◎�『やくも朗読サークル』の方々が「広報やくも」、北海道新聞「卓上四季」「いずみ」
を吹き込みした「朗読CD」を貸し出ししています。ぜひご利用ください

絶
賛
語
辞
典

関
根　

健
一

図書館フェスティバル
　約１か月にわたり様々なイベントを企画してい
ます。ぜひご参加ください。
【期間】11月９日㈰まで
【内容】
　こうさく会スペシャル、ジャグリング＆マジッ
クショー、人形劇公演、夜間映画会　など
※�詳しくは図書館で配布しているチラシ兼申込書
もしくは、下記二次元コードから図書館ＨＰを
ご確認ください。

　生後９か月の赤ちゃんに絵本を差し上げます。
◆八雲地域
【場所・日時】
・�シルバープラザ
・�10月７日㈫午前�10時～（９か月相談）

（図書館HP）

「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」の
様
子

司書のオススメ本

エントランスホールの催し

ブックスタートブックスタート

■古本リサイクル市
【期間】10月17日㈮～11月16日㈰

イベントのお知らせ



図書館に行こう! ─ ふらり1冊、情報ステーション ─ 図
書
館
だ
よ
り

本の返却は、どちらでも受付します

■八雲町立図書館　　　☎０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～午後６時
　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始
■熊石総合支所図書室　☎０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

スポーツをしよう

り
よ
だ

【各事業の申し込みは総合体育館まで】
■八雲町総合体育館　☎０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】　午前９時30分～午後９時　　　
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日、年末年始
　　　※月曜日が祝祭日の場合は、祝祭日
　　　　明けの平日が休館日となります。
■熊石教育事務所　　☎01398－2－3111

!
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☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

〔
総
合
体
育
館
〕

◎�

函
館
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
発
展

委
員
会
「
渡
島
合
同
Ｖ
Ｂ
Ｃ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

・�
中
学
男
子

　

小
田
桐
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
日
時
】
10
月
12
日
㈰　

終
日

◎
八
雲
オ
ー
タ
ム
カ
ッ
プ
２
０
２
５

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
日
時
】
11
月
２
日
㈰
・
３
日
㈪

◎�

第
11
回
八
雲
町
・
長
万
部
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

【
日
時
】
11
月
８
日
㈯　

午
前
中

〔
運
動
公
園
河
川
敷

�

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
〕

◎�

第
20
回
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
兼
第
44
回
八
雲
町

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

【
日
時
】
10
月
11
日
㈯

☆
教
育
委
員
会
主
催
事
業

◎
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

【
実
施
日
】

・�

10
月
９
日
㈭
、
17
日
㈮
、

　

25
日
㈯　
（
全
３
回
）

※�

予
備
日
：
11
月
１
日
㈯

【
時
間
】午
後
７
時
か
ら
（
60
分
）

【
会
場
】
総
合
体
育
館

�

小
体
育
室

【
参
加
料
】
１
回
２
０
０
円

【
保
険
料
】
２
０
０
円

※�

詳
細
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

☆
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

◎
明
治
安
田
「
み
ん
な
の
健
活
ヨ
ガ
」

【
日
時
】
11
月
７
日
㈮
午
後
７
時

（
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
）

【
会
場
】
総
合
体
育
館
小
体
育
室

【
定
員
】
60
名

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
期
限
】
11
月
６
日
㈭

【
申
込
方
法
】

　

総
合
体
育
館
の
閉
館
１
時
間
前

ま
で
に
窓
口
へ
お
越
し
の
う
え
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

込
み
は
出
来
ま
せ
ん
。

【
必
要
な
も
の
】

・�

運
動
に
適
し
た
服
装

・�

必
要
に
応
じ
て
飲
料

　９月６日㈯、総合体育館と運動公園野球場を会場に（一社）日本トップリーグ連携機構との共催
で開催され、元日本代表選手などトップアスリートの方々が講師となり、午前は小学２年生までの
親子ペアの運動遊び、午
後は小学生がバレーボー
ル、ソフトボ―ル、サッ
カー、ラグビーの４種目
を体験し、終日盛況のう
ちに終える事ができまし
た。

町ＨＰ

　
第
10
回
八
雲
町
・
長
万
部
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

「
ミ
ニ
運
動
会
」（
昨
年
度
の
様
子
）

開町20年記念開町20年記念
SOMPOボールゲームフェスタin八雲を開催しました。SOMPOボールゲームフェスタin八雲を開催しました。

楽しくてワクワク!
スポーツの「好き」を
見つけよう！



広報 やくも 10月号 　30

ロタ
１日（水）５日（水）

要予約 シ ル バ ー プ ラ ザ
29日（水）26日（水）

BCG・水痘・ＭＲ（麻疹・風疹）７日（火）11日（火）
二 種 混 合 ２日（木）
日 本 脳 炎 23日（木）20日（木）
ＭＲ（麻疹・風疹）2期 要予約

13：30
※小学生
以上は
13：45

熊 石 国 保 病 院日 本 脳 炎
二 種 混 合

※�予防接種は、原則予約制としており、予約なしの場合ワクチン
確保の関係上接種を受けられない場合がありますのでご了承く
ださい。

※�健診や予防接種の際、お子さんやご家族の方に発熱や下痢、ひ
どい咳等、体調不良の場合は事前にご相談ください。２週間以
内の体調不良は日程を延期していただく場合があります。

※�八雲総合病院で毎週月曜に実施している肺炎球菌・五種混合（四
種混合）・B型肝炎予防接種の日程は二次元コードをご参照く
ださい。

※�令和 7年度より、町外予防接種実施医療機関にて個別接種が可
能になります。詳細は、二次元コードをご参照ください。

【問い合わせ先】保 健 福 祉 課
� ☎０１３７－６４－２１１１
　　　　　　　　住民サービス課
� ☎０１３９８－２－３１１１

※�精神保健相談は、予約が必要です。希望する方は、実施日の前
の週の金曜日までに八雲保健所までご連絡ください。

【問い合わせ先】八 雲 保 健 所
� ☎０１３７－６３－２１６８

精神保健専門相談 ９日（木） 13：30 八 雲 保 健 所
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八
雲
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政
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進
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〒
049

-3192　
北
海
道
二
海
郡
八
雲
町
住
初
町
138

TEL 0137-62-2300　
FAX 0137-62-2120

■
ホ

ーム
ペ

ージ
ア
ド
レ
ス　

https:/
/

w
w

w
.tow

n.yakum
o.lg.jp/

内　　容
日　　　程 受付

時間 会　　　　場
10月 11月

３ か 月 健 診 29日（水）26日（水） 12：30

シ ル バ ー プ ラ ザ

６ か 月 相 談 ７日（火）11日（火） 9：15
９か月・乳児相談 ７日（火）11日（火） 9：45
１ 歳 児 相 談 ８日（水）12日（水） 9：15
１歳６か月健診 １日（水）５日（水） 12：15
３ 歳 児 健 診 29日（水）26日（水） 13：00
５ 歳 児 健 診 １日（水）５日（水） 13：15
歯科検診・フッ素塗布 ８日（水）

要予約
ほっとママの会 17日（金）14日（金）

母 親 学 級
17日（金）13日（木）

離 乳 食 教 室 18日（火）

届
出
期
間

令
和
７
年
８
月
６
日
か
ら

令
和
７
年
９
月
５
日
ま
で

前月対比
■  男  7,087人（－ １人）
■ 女 7,187人（－ ３人）
■ 合計 14,274人（－ ４人）
■ 世帯 7,939戸（ 16戸）

８月末日現在住民基本台帳調べ

健　康　メ　モ
◆
乳
幼
児
・
母
子
関
係

◆
予
防
接
種

この広報の製作費は、１部あたり 92.4 円です。

戸
籍
の
窓

町ＨＰ

世帯と人口


